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「Ambiguity：曖昧性」）。このVUCAの時代に企業が生き残り，
持続的に発展していくためにはイノベーションの創出が不
可欠であり，そのための手法として，ユーザーニーズを基
に解くべき課題を見出し，解決策を創りだすデザイン思考
が注目されてきている。経済産業省・特許庁は，2018年
に「デザイン経営」宣言をとりまとめた。

デザイン思考のプロセスは，まずユーザーの共感を得る
ところから始まる。インタビューや行動の観察等により見
えないニーズを捉え，本質的な求めをあぶりだしていく。
次に共感のステップで得た情報を基にメンバーで議論して
問題・課題を新たに創造し，定義していく。続いて定義し
た課題に対して，ブレーンストーミング等を通じて解決策
のアイデア出しをしていく。アイデアがある程度固まって
きたら，この段階で試作品（プロトタイプ）を作成し，アイ
デアを形にする。この時，完璧を求めるのでなく，短時間
で作成することが重要である。そしてこの試作品をユー
ザーに利用してもらい，感想・意見をフィードバックして
改善を加え，完成に近づけていく。

このデザイン思考は，従来の研究開発の進め方とは全く
異なるアプローチであり，デザイン思考を勧めることによ
り，特許や意匠等知的財産の創造段階が全く新しいものと
なっていく。
   
12.8　まとめ

このように，数十年単位での経済やビジネスの大きな変
化に加え，20世紀末から21世紀にかけての世界的な潮
流，直近の世界規模の新たな動き等により，知的財産を巡
る環境が大きく変化してきている。その影響を受けて，知
的財産の創造・保護・活用の各段階でこれまでとは全く異
なる手法や価値観が生まれてきている。

そして確実に言えるのは，特許をはじめとする知的財産
の重要性及びその価値がこれまで以上に高まってきている
ということである。

この知的財産を今後どのように創造し，保護し，ビジネ
スに活用していくかが，今，全ての研究開発者及びビジネ
スマンに問われているのではないだろうか。
   
12.9　最後に（メッセージ）

これまで12回にわたって，特許を中心に知的財産権制
度，権利の取得方法，ビジネスへの適用等について解説し
てきた。

最後に，読者の皆さんに対して，今後知的財産の価値が
ますます高まる時代での歩み方について，3つのメッセー
ジをお送りしたい。

（1）前向き肯定的に生きる
最近脳科学が非常に発達し，脳のメカニズムが解明され

つつある。脳は，「できる」と信じれば，どうやったらでき
るかを一所懸命考え，必要な情報を収集・整理・分析する
とともに，過去の経験等と照らし合わせ，シナプスを伸ば

して，何らかの解を導き出す。そして結論として「できる」
ようになる。しかし一旦，「できない」と信じると，できな
い理由をあれやこれや見つけ出し，「できない」という結論
を導き出す。どちらを信じるかは選択にかかっているが，

「できる」と信じる方が良いに決まっている。だから，どん
な課題に直面しても，「できる」と信じ，前向き肯定的に考
え，前向き肯定的に言葉にし，前向き肯定的に行動する，
つまり前向き肯定的に生きていくことが大切なのである。
この前向き肯定的生き方は，創造力（Creativity）を伸ばし
ていく。

（2）自分の価値を見出す
これは，平たく言うと，「自分を好きになる」ということ

である。あなたは，自分のことが好きであろうか。筆者は
多くの人にこの質問を投げかけてきたが，外国人のほとん
どは「Yes」又は「Of Course」と答える。一方日本人で「Yes」
と回答するのは10％程度しかいない。どうやら自分のこ
とが好きでないのは，日本人特有の特徴のようである。様々
な理由があるだろうが，多くは，「誰かと比較して・・・」
というコメントが付いてくる。自分のことが好きな人は，
自分を他者と比べない。そしてこの比べない思考が，独自
性（Originality）を育んでいく。

（3）夢を描く
ある例え話を紹介する。約2,000年前，世界中を旅して

人間観察をしていた人がいた。中東地域を旅していると，
大集団を見かけた。この大集団は，大きな日干し煉瓦を運
んで来ては積み上げるという単純作業を延々と繰り返して
いた。よく観察すると，同じ作業であるのに，大集団の中
に三種類の人間がいることに気が付いた。淡々と仕事をし
ている人と，嫌々レンガを運んでいる人と，本当に楽しそ
うに働いている人の三種類である。なぜ同じ作業なのに，
態度がこんなに違うのかと，疑問に思った旅人は，三人に
同じ質問を投げかけた。

まず，嫌々レンガを運んでいる人に聞いた。「あなたは
何をしているのですか。」するとこの人はうるさそうに「見
ればわかるだろう。レンガを積んでいるんだよ。」と答えた。

次に淡々と仕事をしている人に聞いた。「あなたは何を
しているのですか。」するとこの人は「こんな仕事でも，一
所懸命働けば，家族4人が食べていけるだけの給料をもら
えるんですよ。」と回答した。最後に本当に楽しそうに働い
ている人に尋ねた。「あなたは何をしているのですか。」す
るとこの人は，遠くを見つめるような眼をして「もうすぐ
ここに，立派な神殿が建つんですよ。こんな大事業に参加
できて，本当に良かった。」と嬉しそうに語っていた。

何が言いたいかというと，夢を描けば，日常生活が楽し
いものになるということだ。日常生活は，単調で苦しいこ
とばかりかもしれない。しかし，夢を描けば，一日一日が，
有意義で楽しいものになっていくのだろう。

これまで長い間，お読みいただきありがとうございました。
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当研究グループは，材料製造プロセスを対象とし，各種
実験・可視化観察と精緻な数値シミュレーションの両面か
ら獲得した知見に立脚して普遍的な原理原則を探究し，ミ
クロからマクロまでのマルチスコピックな視点で多成分・
多相系プロセスの研究開発を推進している。2022年4月
に発足し，現在の構成員は，久保正樹教授，斎藤高雅助教，
片山かおり事務補佐員に加え，修士2年5名（うち1名はDC
進学希望），修士1年7名（他大学と高専からそれぞれ1名），学
部学生5名の計20名が所属している。前任の塚田隆夫名
誉教授の研究室を継承する形でスタートした。
 

 
溶媒中にナノ粒子を分散させたナノフルイドは様々な分
野への応用が期待される流体材料である。ナノ粒子の高濃
度分散を実現する表面修飾ナノ粒子を対象に，表面修飾基
の相互作用を考慮した離散要素法を用いて，ナノ粒子と溶
媒との親和性に着目し，用途に応じて適切なナノ粒子を設
計する手法の開発に取り組んでいる。
ナノ粒子を内包した高分子ナノコンポジット材料は，高
分子材料の力学的，電気的，光学的，熱的機能の飛躍的向
上が図れることから，機能性材料として様々な分野での応
用が期待されている。そこで，塗布乾燥プロセスを対象に，
ナノ粒子／高分子／溶媒の親和性の観点から，コンポジッ
ト薄膜中のナノ粒子の構造制御に関する研究を行ってい
る。また，溶融混練プロセスを対象に，ナノ粒子／高分子
の親和性とプロセス条件との相関を解明し，材料中へのナ
ノ粒子の高度分散技術の開発を実施している。
材料の構造を制御するためには，粒子などの固体と溶媒・
高分子などの媒体間の親和性を正確に評価することが重要
である。そこで，界面での親和性を評価するために，界面
近傍の構造を分子動力学シミュレーションによって可視
化，定量化するとともに，界面構造と親和性との相関の解
明に挑んでいる。
特殊環境を活用したプロセスの研究も展開している。超
音波により生成するキャビテーション現象を活用し，開始

剤および触媒を用いずに分子量の揃ったポリマーを獲得す
る手法の開発，ならびにポリマーの特性を向上させる技術
の開発に挑んでいる。あわせて，金属ナノ粒子の生成メカ
ニズムの解析を通じて，粒径や形状を制御する手法の開発
を行っている。また，超臨界水熱法によるナノ粒子合成プ
ロセスを対象に，熱流動シミュレーションを用いて反応器
内の現象を解析し，新規な反応器を設計・制御する手法の
開発に取り組んでいる。
いずれの研究も，固液，気液，液液など界面が存在する

系であり，界面現象の解明に挑むとともに，ミクロ・メゾ
スケールの現象とマクロな操作因子との相関を獲得し，材
料製造プロセスの設計，制御技術の開発に取り組んでい
る。そして，未来社会創造の基盤となる優れた材料を社会
に送り出すための材料製造プロセスの高度化を目指してい
る。
 

 
研究内容が多岐にわたるため，各々が自ら考え，能動的，

主体的に研究を進めることになり，研究活動を通じて高度
な問題抽出力，問題解決力の修得がなされることを期待し
ている。報告書の作成や研究ディスカッションに加え，研
究室セミナーでは学生から主体的に質問し意見を述べるよ
うにしている。更に，流体研小宮研究室との合同セミナー
開催，共同研究者との意見交換の場への学生の参画など，
多様な経験の獲得に努めている。
同時に，楽しく研究活動に勤しむ環境の構築に努めてい

る。概ね週1回，研究室の全体ミーティングを行い，情報
共有するとともに，学生からの提案や要望を取り入れ，研
究環境の向上を図っている。特にデジタル環境の充実を図
り，ペーパーレスの推進，ITの利活用を推進している。
これらの活動を通じて，化学工学を基軸として，将来社

会に出て活躍できる人財の育成に努めている。

1．研究室の概要
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